






































































































































































































































































　問 33、問 37 については、無回答を表から除いているので、各行の合計はそれを加えて 100 となる。
問33　消費主義的態度 あてはまる ややあてはまる あまりあてはまらない あてはまらない
Ｍ　自分のライフスタイルや趣味にあったものを選ぶ 43.5 45.6 7. 4 1. 9
Ｏ　インテリアや服装のコーディネートを考えて商品を選ぶ 24.1 42.7 21. 2 11. 4
Ｐ　事前にいろいろと情報収集してから商品を買う 21.7 39.3 28. 1 10. 2
問37　消費の望ましい姿 重要だ やや重要だ  あまり重要でない 重要でない
Ｃ　無駄な物を買わないこと 67.9 27.4 3. 5 0. 9
Ｄ　環境に配慮している商品を選ぶこと 28.2 58.8 10. 5 1. 9





































ころ、平均値は 2.26、標準偏差は 1.21 であった。
　問 38 についての準備ができたので、問 33 の 3
項目、問 37 の 3 項目に問 38 の 1 項目（多元的な
物的消費の過剰感）を加えた 7 項目について、そ
の関連を調べた。まずこれらの項目のカテゴリー





a b c d ｅ
a部屋にものがあふれると不快 1.00 0.16 0. 11 -0. 01 0. 03
b使わないものはもったいない 0.16 1.00 0. 11 0. 03 0. 03
c消費は自然環境に悪影響 0.11 0.11 1. 00 0. 32 0. 05
d現代人は消費しすぎている -0.01 0.03 0. 32 1. 00 0. 06
eなるべく自分で作りたい 0.03 0.03 0. 05 0. 06 1. 00
問 33M 問 33O 問 33P 問 37C 問 37D 問 37E 問 38
ライフスタイル志向（問 33M） 1.00 0.36 0. 27 0. 07 0. 02 0. 10 0. 07
コーディネート志向（問 33O） 0.36 1.00 0. 26 0. 04 0. 05 0. 12 0. 10
事前の情報収集（問 33P） 0.27 0.26 1. 00 0. 06 0. 03 0. 05 0. 04
無駄な物を買わない（問 37C） 0.07 0.04 0. 06 1. 00 0. 28 0. 15 0. 22
環境に配慮した商品選択（問 37D） 0.02 0.05 0. 03 0. 28 1. 00 0. 51 0. 26
フェアトレード商品を選ぶ（問 37E） 0.10 0.12 0. 05 0. 15 0. 51 1. 00 0. 21

















































因　子 固有値 寄与率 累積寄与率
（初期解）
1 1.96 28.0% 28.0%
2 1.47 21.1% 49.1%
3 0.91 13.0% 62.1%
4 0.80 11.5% 73.6%
5 0.75 10.7% 84.3%
6 0.63 9.0% 93.3%
7 0.47 6.7% 100.0%
（回転後）
1 1.30 18.6% 18.6%
2 0.92 13.1% 31.8%
図1　真物質主義関連項目の因子分析（因子負荷量）
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　はじめに、問 33 の 3 項目への回答を数量変数
として扱い（前節までと同様の数値を与え値が大
きいほど真物質主義的となる）、年代と性別によ
































要因 平方和 自由度 平均平方和 Ｆ値
年代 33.772 5 6.754 14.790 **
性別 11.005 1 11.005 24.098 **
年代＊性別 5.655 5 1.131 2.477 *
　*は 5 %水準で有意　　**は 1 %水準で有意
Ｑ 33 Ｏ：インテリアや服装のコーディネートを考えて商品を
選ぶ
要因 平方和 自由度 平均平方和 Ｆ値
年代 40.464 5 8.093 10.491 **
性別 126.290 1 126.290 163.719 **





































　次に、問 37 の 3 項目について、問 33 と同様に
年代と性別による二元配置分散分析を試みた。そ


























要因 平方和 自由度 平均平方和 Ｆ値
年代 68.355 5 13.671 17.147 **
性別 6.784 1 6.784 8.509 **















説明変数 β ｒ β ｒ β ｒ
年齢 -.149 ** -. 192 ** -. 149 ** -. 142 ** -. 160 ** -. 182 **
男性ダミー -.152 ** -. 136 ** -. 333 ** -. 320 ** . 040 † .074 **
等価所得 .099 ** . 111 ** . 129 ** . 134 ** . 041 . 084 **
既婚ダミー .034 -. 108 ** . 062 † -. 041 † .053 -. 067 **
子持ちダミー -.088 * -. 159 ** -. 033 -. 074 ** -. 040 -. 127 **
教育年数 .072 ** . 103 ** . 061 * . 063 ** . 193 ** . 237 **
Ｒ二乗 .078 ** . 149 ** . 083 **
調整済Ｒ二乗 .074 ** . 146 ** . 079 **









た。問 37C（無駄なものを買わない）の 10 代と
60 代で男女の差が見られない以外は8）、すべての
項目のすべての年代で女性のほうが高くなってい







要因 平方和 自由度 平均平方和 Ｆ値
年代 7.766 5 1.553 4.377 **
性別 2.168 1 2.168 6.110 *















要因 平方和 自由度 平均平方和 Ｆ値
年代 21.787 5 4.357 10.254 **
性別 17.134 1 17.134 40.322 **
年代＊性別 3.759 5 .752 1.769
Ｑ 37 Ｅ：フェアトレード商品を選ぶこと
要因 平方和 自由度 平均平方和 Ｆ値
年代 8.473 5 1.695 3.141 **
性別 28.071 1 28.071 52.035 **

































20. 6、標準偏差は 3. 0 であり、24 以上の人は、1
標準偏差を越えてスコアの高い人ということにな























れている。ただし、40 代から 50 代にかけては男
女ともに数値が下がっており、注目に値するが、
なぜこのような傾向が見られるのかは不明である。





























要因 平方和 自由度 平均平方和 Ｆ値
年代 98.514 5 19.703 14.625 **
性別 36.835 1 36.835 27.343 **
年代＊性別 9.791 5 1.958 1.454
図8　「物的消費財の過剰感」の分散分析





























年齢 -. 103、男性ダミー -. 443、等価所得 .108、教
































男　性 女　性 合　計 （人数）
真物質主義的な人 28.3(%) 71. 7 100.0 （272）
それ以外の人 48.5 51.5 100.0 （1417）
表7　真物質主義的な人のプロフィール（年齢別）
10 代 20 代 30 代 40 代 50 代 60 代 合　計 （人数）
真物質主義的な人 7.7(%) 15. 1 19. 5 21. 0 15. 8 21. 0 100.0 （272）






































































年齢 -.048 -. 063
男性ダミー -.270 ** -. 251 **
等価所得 .075 ** . 076 **















1）次の文献を参照されたい。Baudrillard, J., 1970, La 
Société de Consommation: Ses Mythes, Ses Struc-
tures, Éditions Denoël. 　今村仁司・塚原史訳 , 
1979, 『消費社会の神話と構造』, 紀伊國屋書店．　















4）Inglehart, R., 1977, The Silent Revolution: Chang-
ing Values and Political Styles among Western 











































































母集団： 新宿駅 40km圏の日本国在住の日本国籍で 15
歳以上 69 歳以下（2010 年 8 月末現在）の男女
個人
標本抽出： 住民基本台帳を用いた 2 段抽出によって該
当年齢の個人を無作為に抽出
調査方法：郵送法による質問紙調査
調査期間：2010 年 9 月～10 月
計画標本：4,000
有効標本抽出数：3933
回収状況：有効標本数 1749、有効回収率 44.5%
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